鐘の音はこのように響く : シューベルト・リートにおける「鐘」の表現をめぐって by 村田 千尋

























































































声楽曲、およそ 740曲）に用いられている歌詞を検討し、歌詞の中に〈鐘 die Glocke／ das 
Glöcklein／ das Glöckchen〉という言葉が用いられている曲を列挙する 1。また、「鐘」とい
う言葉が用いられていなくとも、前後関係から鐘の音が暗示されている場合も含む。たとえ
ば〈ちょうどその時、12時が鳴った Eben als es zwölfe schlug〉（《宝堀り Der Schatzgräber》
D256）には「鐘」という言葉はないが、明らかに「真夜中の鐘」が鳴ったと判断できる。いっ






　その結果、19編の詩において「鐘 die Glocke／ das Glöcklein」という言葉が用いられているか、
1　歌詞の検討に当たっては、“Franz Schubert. Die Texte der mehrstimmigen Lieder”（Bodendorff 2006）およ













の狩人 Lied des gefangenen Jägers》OP.52,7 =D843）、②死者を送る「弔鐘」が４編５曲（《ロ
マンツェ Romanze》D114、《雪が融け／五月の歌 Der Schnee zerrinnt》D130、D202、《丘の
上の若者 Der Jüngling auf dem Hügel》op.8,1 =D702、《臨終を告げる鐘 Das Zügenglöcklein》
op.80,2 =D871）、③「夕べの鐘」が３編３曲（《秋の夕べ Der Herbstabend》D405、《夕べの情
景 Abendbilder》D650、《憂愁Wehmut》op.64,1 =D825）、④「警鐘」が２編２曲（《乳母の歌
Ammenlied》D122、《若き尼 Die junge Nonne》op.43,1 =D828）、⑤「献鐘式の鐘」が１編１曲
（《信仰と希望と愛Glaube, Hoffnung und Liebe》D954）、⑥教会の鐘を指していることは確かだが、
その役割が不明なものが１編１曲（《ハプスブルク伯爵 Der Graf von Habsburg》D990）、⑦「牛
や羊の鈴」が３編３曲（《帰り道 Rückweg》D476、《アルプスの狩人 Der Alpenjäger》op.37,2 





























彼がまだ 15歳の時に作ろうとした、マティソン（Friedrich von Matthisson, 1761-1831）による
《亡霊の踊り》D15である。この曲では、第１節に〈真夜中が 12回ハンマーを振り上げると





















日三晩鳴り続けた Die dumpfe Leichenglocke schallt drei Tag’ und Nächt’ hindurch〉という歌詞に
対し、伴奏は付点４分音符（半小節）で低音の C音から始まるアルペジオを 10回繰り返して










《ゴンドラ漕ぎ》D808（独唱版：1824年３月、マイルホーファー＝ Johann Baptist Mayrhofer, 
1787-1836）に再び登場する。この曲では、〈聖マルコ教会の塔から、真夜中を告げる声が響く





Fischer-Dieskau 1971: 222、Reed 1985: 245、Fischer-Dieskau 1996: 259、Youens 2002: 390）。
　シューベルトは独唱版に引き続いて男声四重唱版（D809）を作曲し、それを op.28として出
版している。この曲は演奏の記録も多く、当時かなり人気があったようだ。シューベルトは重







唱声部と伴奏高音部がユニゾンで、八分音符による d 2-f 2-c 2-f 2という音型を何度も繰り返す。
スタカートが付けられて演奏されるこの音型は鐘の表現であろうか。日本の梵鐘とは異なり、
西洋の鐘は明確な音程を持ち、数個組で用いられるので、このように旋律的な音の動きも想定
されるのかも知れない。たしかに、歌詞も〈鐘 die Glöcklein （pl.）〉であり、動詞も複数形の活
用をしている。しかし、この音型は歌詞の〈高い、高い塔の上で Am hohen hohen Turm〉の箇






　さらに、《秋の夕べ》D405（1816年４月、ザリス・ゼーヴィス＝ Johann Gaudenz Freiherr 
－8－
von Salis-Seewis, 1762-1834）では、〈夕べの鐘がしずんだ音で沼地のしめった空気の中に響く！










　加えて、《丘の上の若者》では、〈ああ、埋葬の鐘がしずんだ音で村中に響く Ach, dumpfes 















年２月、ジルベルト＝ Johann Petrus Silbert, 1772/77-1844）において、〈聞いてごらん、夕べの
鐘が地上の息子たちに真剣に忠告している Horch! des Abendglöckleins Töne mahnen ernst der 
Erde Söhne〉という歌詞に対応して、ピアノの右手は fis 1／ fis 2音のオクターヴ重音（２分音
符＝半小節）を 32回繰り返す。アクセント記号も添えられており（９回目以降は省略）、これ
も「鐘の音」の表現法であると考えられる（Georgiades 1967: 283、Fischer-Dieskau 1971: 142、
Fischer-Dieskau 1996: 167）。なお、《夕べの情景》は a-mollで始まるが、歌詞が「鐘」に言及
する箇所では h-mollに転調しているため、反復される［fis音］は属音ということになる。
　同音の反復は、必ずしも絶え間なく鳴り続ける必要がないようだ。《若き尼》op.43,1 =D828




なってからであり、〈きいて、塔から鐘の音が穏やかに響いてくる Horch, friedlich ertönt das 
Glöcklein vom Turm〉と歌われるわけだが、楽曲冒頭から伴奏には、両手交叉（左手が右手を
超えて高音を演奏する）の同音連打が付点４分音符（１／４小節）によって、全部で 31回（最
後のやや低い c音も入れれば 32回、音符の数でいえば倍の 62回または 64回）鳴らされる［譜
例４］。「鐘の音」は様々な音高によって表現されているが、基本となる音は c 2（主調である
f-moll／ F-durの属音）または f 2であると考えることができる。
















在する（Bell 1964: 82ff.、Schwarmath 1969: 61f.、Fischer-Dieskau 1971: 237 、Reed 1985: 166、
Hirsch 1993: 117ff.、Fischer-Dieskau 1996: 279、Böhm 2006: 424）。
　高音の同音反復は、《怒れるディアナに Der zürnenden Diana》op.36,1 =D707（1820年 12月、
マイルホーファー）にも見られる。この曲の歌詞には「鐘」への言及はないが（＝参考曲）、〈貴
女の姿は、死にゆく者をも喜ばせる Den Sterbenden wird noch dein Bild erfreuen. その者は一層





　いっぽう、《郷愁》op.79,1 =D851（1825年８月、ピュルカー＝ Johann Baptist Ladislav 






　《夕べの情景》D650における反復音が fis 1／ fis 2音であったことは、注目すべきであろう。
ゲオルギアーデス（Thrasybulos Georgios Georgiades, 1907-77）は「《夕べの情景》イ短調、２
／２では、第 46小節から 61小節のロ短調の部分において（その前にある 36小節からも参照
のこと）、同様に fis音が繰り返される。しかも、それは歌詞の〈きいて、夕べの鐘の音を…
Horch! des Abendglöckleins Töne...〉との暗示的関連を持っている（Georgiades 1967: 283）」と
述べている。この記述は、同様に［fis音］の保続が用いられている《美しき水車屋の娘 Die 
schöne Müllerin》op.25 =D795（1823年、ミュラー＝Wilhelm Müller, 1794-1827）の第 16曲《好
きな色 Die liebe Farbe》に関する脚注に含まれ、さらに続けて、《ミニョンMignon─このまま
装わせて下さい So laßt mich scheinen》D727、op.62,3 =D877,3（1821年４月／ 1826年１月、
ゲーテ＝ Johann Wolfgang von Goehte, 1749-1832）、《冬の旅Winterreise》op.89 =D911（1827年、
ミュラー）から最終曲の《辻音楽師 Der Leiermann》（第１稿）、《影法師 Der Doppelgänger》
－12－









あるように思われる。《臨終を告げる鐘》op.80,2 =D871（1826年、ザイドル＝ Johann Gabriel 
Seidl, 1804-75）においては、ピアノの右手が絶えず es 1／ es 2音をオクターヴで連打し、主調
As-durの属音である［es音］が鳴らないのは、全 60小節中 6小節のみにすぎない［譜例５］7。





ges音に高められる（Deutsch 1964: 440f.／Waidelich 1993: 347）」と記され、『総合音楽新聞
Allgemeine Musikalische Zeitung』1828年１月 23日号にも「鐘の音は伴奏部において、この曲
の調の属音にあたる es 2音で─それは常に上声部に置かれ、小指で鋭く奏でられる─全詩節を
通して鳴らされ続ける。（Deutsch 1964: 483／Waidelich 1993: 391）」と記されている。
5　ゲオルギアーデスは指摘していないが、《ズライカ SuleikaⅠ─東風の歌》op.14,1 =D720（1821年３月、ヴィ
レマー＝Marianne von Willemer, 1784-1860）においても、最終部分 45小節間において属音 Fisが鳴り続ける。















摘している（Fischer-Dieskau 1971: 269、Reed 1985: 87、Fischer-Dieskau 1996: 305、Youens 
2002: 294f.、Böhm 2006; 442）。
　ここで、同音保続がされている［es音］について、その意味を考えてみよう。参考とするのは、
1806年にウィーンで出版され、当時の音楽家たちに影響を与えたと考えられるシューバルト
































の鈴を鳴らす daß dein Silberhelm erschallt〉（第 32から 33小節）及び〈マツユキソウよ、おま
えは野原で鈴を鳴らす Schneeglöcklein, o Schneeglöcklein in den Auen läutest du,〉（第 57から
62小節、第 197から 204小節）では es 1／ es 2音が強調される。そして最終行〈スミレの安
らぎのために鳴り響いておくれ Läut Viola sanfte Ruh’!〉では、歌唱声部も〈鳴り響いておくれ
Läut!〉を es 2音で歌うことになる。この最終行はスミレの死を悼む「祈りの歌」とも聞こえる。
つまり、花の名前の「鈴」は、「鐘の音」へと変容したと捉えることもできるのではないだろうか。
　２曲目はウーラント（Johann Ludwig Uhland, 1787-1862）の詩に作曲した《春の信仰
Frühlingsglaube》op.20,2 =D686（1820年９月、）である。この曲の歌詞に「鐘」を直接的に示
す箇所はないが（＝参考曲）、第 14から 17小節にかけて、伴奏部右手によって高い es 2音が
４回連打される（２分音符＝１小節）［譜例６］。全曲の中で、この音域の長い音符はこの箇所
だけであり、非常に印象深い音だといえる。そして、変奏有節形式の第１節において、ここで







（有賀 1969: 37）。fis-moll＝「恨みと不満」（Schubart: 379）、「大きな悲哀、恋のもだえ」（有賀 1969: 32）。











きるだろう（Geprgiades 1967: 283、Moore 1975: 72、野々垣 2010: 98）
　さて、シューベルトは生涯に５曲の子守歌を作曲しているのだが、そのすべての伴奏に保続
音の技法が用いられている。
　《子守歌Wiegenlied》D304（1815年 10月 15日、ケルナー＝ Theodor Körner, 1791-1813）で
は、19小節中 17小節において F-durの主音である［f音］の保続が行われている。
　《子守歌Wiegenlied》op.98,2 =D498（1816年 11月、作詞者不明。いわゆる「シューベルトの





　《子守歌Wiegenlied（揺り籠の中の子ども Der Knabe in der Wiege）》D579（1817年秋、オッ
テンヴァルト＝ Anton Ottenwalt, 1789-1845）では、前半の 66小節中 50小節において、内声


























12　「ブラームスの子守歌」の歌詞は『子どもの魔法の角笛 Des Knaben Wunderhorn』（1806）から採られたと
いうことになっており、確かに「子どもの歌 Kinderlieder」に原詩（KL68c）を発見することができる。しかし、
そこには第１節しかなく、第２節は曲を出版する際に Georg Scherer（?-?）が、“Die schönsten deutschen 
Volkslieder, mit Bildern und Singweisen”（hrsg.v.A.Dürr, 1868, Leipzig）から選び、付け足したとされている
（McCorkle 1984: 196）。つまり、ここで問題としている歌詞は『子どもの魔法の角笛』によるものではない。
なお、アルニム（Achim von Arnim, 1781-1831）とブレンターノ（Clemens Brentano, 1778-1842）による『子
どもの魔法の角笛』の「子どもの歌」を探すと、〈お眠り、愛しい子、聖なるキリスト様がおまえのそばに
いて下さるよ Schlaf du liebes Kindelein, Der heilig Christ will bei dir seyn,〉（KL35）、あるいは〈そこには愛


































































した際に、彼はヘルダ （ーJohann Gottfried Herder, 1744-1803）の詩を引用して曲の冒頭に掲げた。
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モットーは〈よくお眠り、我が子よ。ぐっすりお眠り。おまえが泣いているのを見るのはとて
も辛いから Schlaf sanft mein Kind, schlaf sanft und schön! Mich dauert’s sehr, dich weinen sehn.〉
と歌う。彼はこの曲を Es-durとし、シューベルトの《臨終を告げる鐘》と同様に、主部の全
小節において es 1／ es 2音の保続を行っている。そして三部形式のレプリーゼとして主部が回








Arnim, Achim von; Brentano, Clemens 1808 “Des Knaben Wunderhorn Ⅲ”
 Heidelberg: Mohr u. Zimmer ［Rep. 1987 Stuttgart: Philipp Reclam jun.］.
Bell, A.Craig 1964 “The Songs of Schubert” Lowestoft: Alston Books.
Bodendorff, Werner 2006 “Franz Schubert. Die Texte der mehrstimmigen Lieder”
 Hildesheim u.a.: Georg Olms Verlag.
Böhm, Richard 2006 “Symbolik und Rhetorik im Liedschaffen von Franz Schubert”
 Wien u.a.: Böhlau Verlag.
Brahms, Johannes 1892 “Drei Intermezzi” op.117, Berlin: N.Simrock.
Brahms, Johannes o.J. “Lieder für eine Singstimme mit Klavierbegleitung Band Ⅰ”
 Leipzig: Edition Peters.
コルバン、アラン（小倉孝誠訳）1997『音の風景』東京：藤原書店
 ［Corbin, Alain 1994 “Les Cloches de la Terre” Paris: Albin Michel S.A.］.
Deutsch, Otto Erich (hrsg.) 1964 “Schubert. Die Dokumente seines Lebens” Kassel u.a.: Bärenreiter.
Dürr, Walther 1994 “Sprache und Musik” Kassel u.a.: Bärenreiter
 ［村田千尋訳 2009『声楽曲の作曲原理』東京：音楽之友社］.
Fischer-Dieskau, Dietrich 1971 “Auf den Spuren der Schubert-Lieder”







Fischer-Dieskau, Dietrich 1996 “Schubert und seine Lieder” Stuttgart: Deutsche Verlags-Anstalt.
Georgiades, Thrasybulos G. 1967 “Schubert. Musik und Lyrik” Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht.
 ［谷村晃他訳 2000『シューベルト　音楽と抒情詩』東京：音楽之友社］.
Günther, Felix 1928 “Schuberts Lied” Stuttgart: Deutsche Verlags-Anstalt.
樋口光治 1986「調性格論序説」『待兼山論叢』20, 23-37.
Hirsch, Marjorie Wing 1993 “Schubert’s Dramatic Lieder” Cambridge: Cambridge University Press.
McCorkle, Margit L. 1984 “Johannes Brahms: thematisch-bibliographisches Werkverzeichnis”
 München: G.Henle.








Reed, John 1985 “The Schubert Song Companion” Manchester: Manchester University Press.
Rölleke, Heinz 1987 “Des Knaben Wunderhorn. Kommentar” Stuttgart: Philipp Reclam jun.
Schochow, Maximilian u. Lilly 1974 “Franz Schubert. Die Texte seiner einstimmig komponierten
 Lieder und ihre Dichter” Hildesheim u.a.: Georg Olms Verlag.
Schubart, Christian Friedrich Daniel 1806 “Ideen zu einer Ästhetik der Tonkunst” Wien: Degen
 ［Rep. Hildesheim: Georg Olms 1969］.
Schubert, Franz (hrsg.v.Walther Dürr) 1970-2011 “Franz Schubert. Neue Ausgabe sämtlicher Werke.
 Serie Ⅳ: Lieder” Kassel u.a.: Bärenreiter Verlag.
Schubert, Franz (hrsg.v.Dietrich Berke) 1974-96 “Franz Schubert. Neue Ausgabe sämtlicher Werke.
 Serie Ⅲ: Mehrstimmige Gesänge” Kassel u.a.: Bärenreiter Verlag.
Schubert, Franz (hrsg.v.Thomas Schmid) 1978 “Der Gondelfehrer” Stuttgart: Carus Verlag.
Schwarmath, Erdmute 1969 “Musikalischer Bau und Sprachvertonung in Schuberts Liedern”
 Tutzing: Hans Schneider.
滝藤早苗 2004「E.T.A.ホフマンの調性格論─ C.F.D.シューバルトの見解との比較」
 『慶応義塾大学日吉紀要 ドイツ語学・文学』38, 55-76.
Waidelich, Till Gerrit; Hilmar, Ernst 1993/2003 “Franz Schubert. Dokumente”
 Tutzing: Hans Schneider.
山科 高康 1998「墓と百合と薔薇」『千葉大学経済研究』12(4), 511-538.
Youens, Susan 2002 “Schubert’s Late Lieder” Cambridge: Cambridge University Press.
－21－
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
る
「
鐘
」
の
表
現
（
参
考
曲
を
含
む
）
－22－
－23－
